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第一部　労働者状態

第六編　農家の状態と農民の生活

第一章　農家及び農業労働者

第二節　農業労働力

　一九五二年二月一日現在の農業従事者数は一、七二四万人である。「労働力調査」によれば、一

九五一年においては、農業従事者数は最高一、八四〇万人（六月）、最低一、二五九万人（二月）で

あったが（第一七四表参照）、本調査の数字は、この最高最低の平均よりやや多い。もっとも、農業

従事者の概念が不明確なため、これらの調査における労働力の数量的比較はかならずしも正確を

期しがたいことは断るまでもない。

　本調査と比較できる農業従事者数の統計は、一九四六年人口調査における一、八五九万人、四

七年臨時農業センサスにおける一、七五四万人である（第一七五表参照）。戦後の農業従事者数の

動きを見ると、終戦直後の一時期はかなり増加をしめしたが、その後年とともに減少し、最近のごと

く、一、七二五万人になったものであろう。このことは、兼業農家数の消長（四六年二六四万戸、五

〇年三〇九万戸、五一年三一三万戸）から見ても裏書きされるところである。
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